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所要時間
1.5時間

冷蔵庫で寝かせる
場合は＋３～４時間

材 料

20～25個分 シロップ

ジャムン

●砂糖　1.5カップ●水　1.5カップ●カルダモン ２～３個
●レモン汁　数滴●ローズウォーター（あれば）　小さじ１

●スキムミルク　１カップ  ●薄力粉　１/４カップ
●ベーキングパウダー　ひとつまみ  ●サラダ油　適量　
●卵　１個 ●牛乳　適量

❶スキムミルク、薄力粉、ベーキングパウダー、サラダ油小
さじ１、卵をボウルに入れ、手で軽く混ぜる。
❷常温にもどした牛乳を少しずつ混ぜ固まってきたら手でま
とめる。
❸手のひらに油を塗り、②を直径３～４cmのお団子状にして
いく。
❹鍋にサラダ油を入れ160-170℃くらいになったらジャムン
を入れて２～３分、きつね色に揚げる（膨らむのでジャム
ンを入れ過ぎないこと）。
❺ジャムンの油をきって、温めたシロップに直接ひたす。
❻冷蔵庫で３～４時間冷やし、砕いたピスタチオかアーモン
ドをかける。

AFSでは、国際本部（アメリカ・ニューヨーク）を中心に、世界100カ国以上のパートナ
ーや協力国と連携し、交換留学プログラムを実施してきました。2020年のコロナ禍では、
留学生の受入れ・派遣に関する新たなガイドラインを作成。留学生の派遣国・受入れ国双
方が、感染状況を常時モニタリングし、事業を進めています。

プログラムの安全対策プログラムの安全対策

留学生の到着対応留学生の到着対応

滞在中の支援滞在中の支援

来日当日、留学生全員がPCR検査を受検。宿
泊施設の個室で、14日間自主待機をしまし
た（政府の指針に基づき、安全最優先の対応
策を実施）。待機期間中は毎日、弊協会職員
が検温と配食を行い、生徒の健康管理にあた
るとともに、オンライン・オリエンテーショ
ンを実施。生徒は各部屋からセッションに参
加し、医師によるコロナ禍での健康管理、滞
在中の衛生管理、SNS利用等の生活指導や日
本語学習にあたりました。

２週間にわたり個室で過ごさなければならな
い生徒の心理的サポートにも注力しました。
各地のボランティアがオンライン交流を企画

し、受入れ地域、ホストファミリーやホスト
スクールとの交流時間を取り入れ、滞在準備
を進めました。

2020年度の留学生受入プログラム実施にあたり、AFS日本協会は独自に「留学生受入ガイドライン」を作成。留学生をサポートする全国71支部、
ホストファミリー・寮やホストスクールと共有したうえで、プログラムを実施しています。
アジア高校生架け橋プロジェクトを含むAFSプログラムの参加生徒はもちろん、留学生を支援いただくコミュニティの安全を最優先に、留学生
の安全指導につとめています。

各地域で留学生をサポートするボランティア
も、細心の注意を払っています。全国各地の
感染状況を踏まえて、滞在中のサポートを対
面またはオンラインで実施しています。例年
通り留学生一人ひとりにリエゾン・パーソン
（LP）を配置し、特に感染防止に力を入れた
サポートや研修を行っています（毎月のコン

＊弊協会では、生徒の体調不良発生時対応チャートを作成し、体調異変に備えた対応を行っています。
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新型コロナウイルス感染症の影響により
第3期生の来日ができない状況が続いてい
ましたが、本プロジェクトの高い公益性
が政府に認められ、10月末から順次来日
が可能となりました。コロナ禍の中、国

KAKEHASHI
TIMES

境を越えた人の移動が制限される状況が
続いていますが、将来互いの国の架け橋
となる人材の育成のため、このような国
際交流を深める取組みを絶やさないこと
は重要であり、これからも必要な支援を

行っていきます。AFS日本協会及び各支
部をはじめ、受入れ校、ホストファミリ
ーほか関係者の皆様の多大な御尽力に対
し改めて深く感謝申し上げます。

新型コロナウイルスの世界的なパンデミック
の中、度重なる来日延期を経て2020年秋、
文部科学省補助事業「アジア高校生架け橋プ
ロジェクト」３期生が来日を果たしました。
来日前からオンラインを使って日本語学習や
配属予定地域との交流を続け希望をつないで
きました。そして来日時のPCR検査や個室待
機、感染予防の生活指導を繰り返し、誰にと
っても初めての困難を乗り越えて全国で異文
化交流の旅を続けています。

幾度も国境が閉ざされ、多くの教育現場や地
域で交流の機会が失われた年。だからこそ私
たちは留学事業を続けます。
社会の動きが止まっている間にも、子どもは
成長を続けます。時間の濃度は大人のそれと
異なり、禍が過ぎ去るのをただじっと待って
いるわけにはいきません。留学事業を支える
全ての人の思いが、コロナ後の未来への架け
橋となります。

（地域統括本部　橋本 絵美子）

Building bridges between 
high school students 
in Japan and Asia

（地域統括本部　折野 美紀）

（編集：地域統括本部　板東 美穂）

文部科学省　
総合教育政策局   国際教育課
国際理解教育専門官　塚田 昌毅

中間オリエンテーションでは、オンラインで生徒・LPや
ホストファミリーが参加。滞在後半の目標を確認しました

@asia_kakehashi@asia_kakehashi

●アジア17カ国から178人が来日　
●全国41都道府県108の高校に通学　
●ホストファミリー90家庭

短期滞在を含めると、延べ199家庭にご協力
いただきました。年末年始の休暇中は、寮滞在の
生徒全員が日本の家庭生活を体験しました。

Withコロナ時代の留学が
教えてくれたこと
Withコロナ時代の留学が
教えてくれたこと

2020年度（第３期）生は、当初10カ月
の滞在が４カ月間に短縮されましたが、
全国各地で高校生や地域の方々と交流
を重ねています。帰国予定は、2021年
３月中旬です。
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Stay@home,Stay@dormの４か月Stay@home,Stay@dormの４か月

受入れ校で母国紹介をするスリランカ生
（神村学園高等部）

成田空港に到着した
ミャンマー生

インスタグラム・ツイッター
更新中

先輩架け橋生が作ったビデオを
使い、手洗いを指導

衛生グッズ（マスク・
ハンドジェル・体温計）
を全員に配布

シロップは、水、カルダモンを鍋に入れて弱
火にかけ、レモン汁を入れて固まるのを防ぐ。
ローズウォーターで香り付けしておく。

材 料

作り方

温かいまま食べても
いいけれど、 私は
冷たいほうが好き！

Gulab Jamun
グラブ ジャムン

ホストスクール   
佐久長聖高校（長野県佐久市）

シャイク・ズジャジャ
（パキスタン）

　　　　　　　　　　　　　　　“Zuji の国、パキスタンの食べ物は食べたことが
なかったので興味津 ！々 みんなで生地を丸めるお手伝いをしましたが、なかなか上
手くできなくて、Zuji にコツを教えてもらいながら作りました。油で揚げて完成かと
思ったら、それを砂糖水の中に数時間浸して完成！ カルダモンのスパイスが口の中
いっぱいに広がって、日本では味わったことのない味！美味しかったです。コロナ
禍ですが、お料理を通じて異文化体験が出来て、よい思い出になりました。”

ホストファミリー 小林さん

よろこ
び

メシ

留学生

年末年始のホストファミリーと事前交流。
ダンスや特技を披露（札幌新陽高校）

国際交流を深める取組みを絶やさないことが重要

タクト、中間オリエンテーションと帰国前オ
リエンテーション）。
受入れ校で休校が続いたケースや、風邪で発
熱したケースもありましたが*、地域の皆さん
に温かく迎えられた留学生は、コロナ禍とい
う特別な経験を学びに代えて、プログラムを
全うしようとしています。

医師によるコロナ感染予防指導セッションの様子

”stay@home”で楽しめる自慢のレシピを、架け橋生が紹介します。



援したいという気持ちで受入れをすること
に決めました。
来日後に、シェローミが延期になっている
間、涙することがあっても諦めず日本語の
勉強を続けていたことを聞き、やはり受入
れをしてよかったと思いました。例年より
はイベントが格段に少ないですが、感染症
対策をきちんと行い、可能な限り彼女がし
たいことを経験させてあげたいと思ってい
ます。

キム・ミンキョン（韓国）

クスタント，イルナ・マルシェリア（インドネシア）
カカララ，アニーシュ（インド）
ガルガナゲ，ドゥミンドゥ・シャニールカ（スリランカ）

ウィマラシリ，シェローミ・パーラミ（スリランカ）
阮 赫扬（中国）
げん かく よう

阮 赫扬（中国）
げん かく よう

張 琳琪（中国）
ちょう りん ぎ

ホストスクール
茗渓学園高等学校（茨城県つくば市）

架け橋生は、ホストファミリー宅もしくは学校寮・民間寮に滞在し、受入れ校に通学します。
滞在のかたちに関わらず、例年、帰国が迫った生徒がそろって口にするのは
「日本の人は、ほんとうにやさしい」「友達はめっちゃ、おもしろい」。
憧れ続けた日本で、10代の留学生が「やさしい」「おもしろい」と感じるのは、日常をともに過ごし、互いの琴線に触れる
交流があったからこそ。
４カ月という限られた滞在期間を過ごす３期生を傍らで見守り、感染対策をとって受入れて下さる人々の声を伝えます。

Beyond the COVID-19

限られた滞在期間を安全に
交流は最大限に

工夫とチームワークで
個性を発揮！
工夫とチームワークで
個性を発揮！

（担当：尾崎 友泉先生）
写真左からドゥミ、イルナ、カクヨウ

写真左からトン・チ、ハス

同校の学校寮に滞在する生徒６人は、年末年始の閉寮期間中、
ホストファミリーとともに過ごしました。

（協力：AFS茨城つくば支部・AFS小松支部、編集：地域統括本部　井上 貴絵、高橋 裕之、橋本 絵美子）

出身国の紹介ポスターを
日本語で作成する架け橋生

今年は架け橋生６人を迎えました。逆境でも、工夫とチームワークで個性を発揮
しています。留学始めの全校への自己紹介。例年は壇上からの対面ですが、今年
は音声だけの放送です。そこで留学生は互いに生放送インタビューを行い、生徒
や教職員からは「面白かった」と異例の反響でした。最近は、自分の言語を紹介
する校内掲示ポスターを作成中です。

コロナ禍での受け入れは、人が集まる場所へは行けませんでし

たが、落ち着いてゆっくり過ごすことが出来ました。おうちでご

飯を食べたり、犬の散歩をしたり。夜は将棋、トランプ、映画、

ゴルフの打ちっぱなしと、私達の

いつもの生活にカク君がすっと

入って来てくれました。家族にとっ

ても、ご飯のときや映画を見なが

らのおしゃべりが一番楽しかった

です。ありがとうございました。

ホストファミリー
細川 尚代さん

ホストスクール
小松市立高等学校（石川県小松市）

シェローミが新しい
気づきを与えてくれる
シェローミが新しい
気づきを与えてくれる

シェローミは、素直で好奇心旺盛、努力家でポジティブな子です。
母国のご両親のお話や、彼女
目線での物事の捉え方は新し
い気づきを与えてくれます。
コロナの影響で来日が延期に
なり、一時は受入れに迷いが
生じた時もありましたが、AFS
の「留学生受入ガイドライン」
（感染対策）を確認し、大きな
チャンスをつかんだ彼女を応

オイ，トン・チ（カンボジア）
ヒシグバートル，ハス（モンゴル）

寮名
大阪イングリッシュハウス OEH（大阪府枚方市）

ホストスクール
高槻高等学校（大阪府高槻市）

日本人も留学生も、
みんなが最高の家族
日本人も留学生も、
みんなが最高の家族

OEHはまるで家にいるように過ごせる寮です。2階に日本人
学生、1階に留学生が暮らしています。ここで過ごしている
架け橋生は4人。朝食、お弁当、夕食つきで24時間常駐のス

ここは今まで出会った中で最高の人たちが集まっている、最高の寮です。ずっとここにいたいです！

架け橋生
を

見守る人
たち

学校寮

民間寮

ホスト
ファミリー

年末年始のホストファミリー

ホストファミリー
仲山 功さん・美保さん（茨城県牛久市）

お正月に家族で
記念撮影！

一家だんらんのとき

タッフが体調不良時の病院付き添いなどの生活のケアにも対
応しています。
留学生にとって何よりうれしいのは、1階のラウンジで開か
れる日本人学生との交流行事。ウェルカムパーティ、クリス
マス会、お誕生日会等、寮に居ながらにして国際交流を深め
ることができるイベントが月ごとに行われ、コロナ禍でも安
全で楽しい時間を過ごしています。

いつもの生活にすっと入って来た

本校留学生で

筑波大学キャンパス訪問
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記念撮影！

一家だんらんのとき
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全で楽しい時間を過ごしています。
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本校留学生で

筑波大学キャンパス訪問



平日は学校寮から通学し、週末や長期休暇中はホストファミリーと過ごす
ユニークな滞在スタイルを実施する沖縄地区を紹介します。

うちの

言う
架け橋生が

ことには

　前夜遅く眠ったのに、僕は早く起きました。初日の出を見たかったからです。

お父さんとお母さんと一緒に、松山城を登りました。

　城にたどり着いてしばらくして、太陽が昇りました。雲の切れ間差し込む光が

暗闇をそっと照らし出すにつれて、皆の笑い声や拍手が聞こえました。「あけま

しておめでとう」と２人が言いました。僕は「こ

ちらこそ、あけましておめでとう。今年もよろ

しく」と答えました。

　日本に着いたときの僕はまるで真っ白な

ノートのようでした。時間が流れるにつれて、

そのノートに思い出を描き込んでいきまし

た。そして今、金色に輝く鉛筆で新しいペー

ジを描いています。 　　　　（原文＝日本語）

生徒名
生徒名

生徒名

ホストファミリー
ホストファミリー ホストファミリー

沖縄編
学校寮＋ホームステイのハイブリッド滞在を実現！

（AFS沖縄地区／LP：加藤 崇洋）

（構成：地域統括本部　橋本 絵美子）

（構成：地域統括本部　高橋 裕之）

（編集：地域統括本部　井上 貴絵）

AFS札幌支部

金色の夜明け

ホストスクール：愛媛大学附属高等学校（愛媛県松山市）

寄稿者：カスリヤノ，ギアン・ケネス

アグラ，ローズ・アンネ・マルガレット
（フィリピン）

照喜納さん

ホストスクール
ホストスクール

沖縄県立那覇国際高等学校

ショー，サムファスネアリロス
（カンボジア）

中邨さん

沖縄尚学高等学校

タンプス，ショーン・カミコ
（フィリピン）

与那嶺さん

フィリピン寄稿
Student’s Voice

来日２カ月目に
『第17回留学生日本語スピーチコンテスト in 愛媛2020』
に出場し特別賞を受賞
（2020年12月20日、愛媛県留学生等交流推進会議主催）

はいさい！美ら島・沖縄より、留学生のステイ・ホーム期間の
異文化交流についてお届けします。

ちゅ しま

AFSでは、①留学生、②ホストファミリー／寮、③ホストスクール
の三者をつなぐ連絡・調整役「LP（リエゾン・パーソン）」が
生徒滞在中のサポートにあたります。LPの目線に断って、架け
橋生を多面的に紹介します。

私のホストファミリーと日本人の友達はみんな本当にすばらしい人
達です。お姉さんとは親友になりました。お正月におばぁちゃんの
お家に行って、おせち料理作りなど日本の素敵な文化を習いました。
みんな、毎日私にたくさんの新しいことを教えてくれますから本当
にうれしいです。学校は日直当番の日が一番好きで、スキー授業に
もチャレンジしました。みんなに、心からありがとうございます。

日本にいるおかげで私はすばらしい経験をしています。私のホスト
ファミリーと日本人の友達はホスピタリティを持って接してくれま
す。日本の文化を体験し、学ぶこともとても楽しくて面白いです。
初めてのことでいっぱいでも私はチャレンジすることが楽しくなり
ました。このプログラムは私を成長させました。 私は自分の経験を
生かして、良い未来への架け橋を築きます。

長女が昨年カナダへの短期留学を経験し、今度は
自分がホストファミリーとなりできることはないか
と思ったのが留学生を受け入れたきっかけです。
サムルディはおしゃれと日本が大好きな笑顔の素
敵な子で、日本の文化に触れ、日本語を積極的に
話し、前向きに過ごす彼女の姿は我が子にもたく
さんの刺激をもたらしました。同い年の長女には
他人と暮らす苦労もありましたが、それ以上に多く
の有意義なかけがえのない時間を過ごせたことを
感謝します。

北の大地からこんにちは！　今年は雪が少な
く、雪まつりも開催されませんでした。でも、
留学生は学校や地域での活動を楽しんでいま
す。日本語もよく勉強しています。笑いの絶
えない２人には、元気なまま帰国してもらい
たいと思っています。　　   （支部長：上島 忍）

ホストファミリー：宍戸さん

ホストスクール：立命館慶祥中学校・高等学校（北海道江別市） 日本語担当：和田 衣世先生

当初、本校寮に入寮する予定だったのですが、急きょホームステイ
となり、突然の変更にも関わらずホストファミリーを引き受けてく
ださったご家族には心より感謝申し上げます。サムルディもタジキ
アも日本語学習期間が短いにも関わらず、登校初日から流暢な日本
語を披露していたので、本校生徒、教師ともども舌を巻きました。

日本の文化やアニメにも詳しく、自然と日本での生活、私達家族にも溶
け込んでくれました。特に中学３年生の長女とは、リビングで並んでお
互いの勉強をサポートしたり、文化や習慣の違い、共通点など、たくさ
ん話す時間を持っています。家
族全員がキアちゃんのチャレン
ジ精神、根気強く取り組む姿勢
に影響を受け、インドネシアへ
の興味が増すと同時に、日本の
ことも再認識する貴重な機会に
なっています。

ホストファミリー：魚津さん

シャハネ, サムルディ・スニル
（愛称：サミー）

インド

ナディラハストゥリ, タジキア
（愛称：キア）
インドネシア

特に冬休み明けには、学年集会においてそれぞれすばら
しい母国紹介プレゼンテーションを行い、本校生徒に強
烈なインパクトを与えました。短い間でしたが、二人は
本校生徒の国際感覚を養ううえで大きな影響を与えたと
思います。ありがとうございました。

ホストスクール
千葉県立松戸国際高等学校（千葉県松戸市）

架け橋生、日本滞在中に日本語作文の課題に取り組みます。
初めて見る原稿用紙と格闘しながら、体験・成果をしたためた
作文の一部を紹介します。

サミーは大変熱心に日本語を勉強しており、札幌に来てか
らずうーっと日本語で通しています。ホストファミリーとも言葉の問題はゼロ
で、凍った道で転んだり授業でクロスカントリースキーをしたり、生まれて初
めての事もフレキシブルに楽しんでくれており、そのパワーは周りの人にも強
い影響を与えています。一人っ子のサミーは３人の姉妹弟が出来て大喜びです。
（コロナ禍で）支部イベントが出来ない中、支部スタッフは少人数で出来る華
道や、茶道の経験、そしてオリンピックの行われた手稲山へスキーに行く予定
も考案中です。こちらの方こそ、来てくれて有難うです。

LP：田中 恭子 初めて会った時からキアは、日本語
で話すのが難しい部分は英語で補いながらたくさん話をし
てくれました。そんな努力家で温和なキアは、ホストファ
ミリーや友達ともすぐに良い関係を築け、日本語の上達も

驚くほど早かったです。雪まつりが今年は開催されないことを残念がっ
ていましたが、きっと冬の寒さと雪を存分に楽しみ、皆さんと充実した
生活を送れたと思います。

LP：佐々木 朗子

金色に輝く太陽に
「あけましておめでとう！」

松山城の

初日の出

好きなたべものはジーマミー豆腐。将来
の夢は “シェフ”。家族と料理やお菓子作
りをして過ごしています。

ロン

ネロ

好きなたべものは沖縄そば。ホストブラ
ザーとビーチ・サッカーを練習。２月は近
所でお花見しました。

好きなたべものはシークヮーサー。沖縄の
公園は緑あって散歩が楽しいです。家で
はフィリピンの音楽紹介をしました。

カミコ
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https://www.tokai-gyosei.ed.jp/
東海大学付属大阪仰星高等学校

日時期が定まらない中、毎週オンラインの
日本語教室を在校生のボランティアで実施
しました。11月に来日した韓国のMinjae 
LeeくんもタイのAekkitti Ukamくんも、
そして本校の在学生にもスムーズに異文化
体験を楽しんでもらっています。“Team 

本校は1983年に大阪の地に誕生した中高
一貫校です。生徒・教職員をはじめ、本校
に関わりのあるすべての人々との絆を大切
にする“Team Gyosei”を合言葉にしている
学校です。 2016年度から国際交流部を立
ち上げ、「海外研修」「海外への留学」「海外
からの留学生受入れ」に力を注いでいます。 
2020年度、本校で受け入れたアジア架け
橋の留学生２名にも、コロナ禍にあって来

ホスト訪問Who's your buddy?

アジア高校生架け橋プロジェクト　

１期生
（2018年度生）

２期生
（2019年度生）

大阪府
枚方市（ ）

https://www.education.saga.jp/hp/takeokoukou/

佐賀県
武雄市#10 佐賀県立武雄高等学校（ ）

して、なんとか確保することが出来ました。
（留学生担当：吉田 大介先生）

本校は留学生の派遣や受け入れなど、国際
交流に熱心に取り組んでいますが、新型コ
ロナウイルスの感染拡大の影響で対外的行
事がほとんど中止になり、国際交流の機会
を見いだせずにいました。感染拡大の中で、
留学生のモーさん受け入れが可能か学校と
しても悩みました。ただ、時期がずれても
日本で学びたいという本人の意志を無駄に
してはいけない、また、本校生の国際交流
の場を設けたいという思いから最終的に受
け入れを決定しました。
一番の苦労は、ホームステイ先の確保でし
た。本校及び併設中学校でも受け入れ先を
探したり、教育振興課に協力を依頼したり

書道の授業。
運筆も異文化体験！

教員振り返り会

「架け橋」のスキルを活かした
学校生活

2020年度の留学生受入れに協力くださった全国108校を対象に、教員の皆さんがオンラインで一堂に会する「振
り返り会」を開催します。次年度へ向けて、在校生と留学生がさらに深い国際交流を進めるための、情報共有と
意見交換の場を目指せればと思っております。
各校にはすでにご案内しておりますが、ご出欠のお返事は３月10日（水）までにお願いします。

2021年2月、架け橋生受入れ校の生徒を対象に、オンライン学習と校内活動を組み合わせた集中
プログラムを実施しました。全国11校25人の高校生が参加し、8カ国15人の架け橋生を取材。我
が校の “架け橋さん” の紹介原稿を通じて、同世代である留学生への共感・理解を深めました。

オンラインによる事前学習では、「取材相
手を理解する」「原稿を書く前に」をテー
マに進めました。まずは、取材相手であ
る架け橋生を、異文化理解の視点から理
解しなおすことからスタート。参加者は、
同世代の留学生が持つ文化的背景や行動
様式を知るとともに、自らも、同様の背景・
様式を身につけていることを学びました。
高校生記者に必要なスキルとして、取材や

事前学習では、異文化理解について意見を交換するとともに、“架け橋さん” への取材準備についてアイデアを出し合いました

帰国後、「日本の大学や大学院で学びたい」と考える架け橋生は、３割にのぼります※。
2018～19年度の修了生300人のうち、今年度、日本の大学に合格した・奨学金選
考を通過したという知らせが、13人から寄せられました（2021年２月15日現在）。
2020年秋、コロナ禍で再来日を果たした５人の修了生の中から、２人を紹介します。
（構成：企画・管理統括本部　若生 麻衣）

QRコードから出欠フォームへアクセスいただけます。→

※１期生帰国１年後調査（2019年３月実施）

学内で大学の仲間と

新型コロナウイルスの感染について多くの不安がある一方、大学の４年
間は海外で国際関係を専攻したいと思ってました。APUが、授業もオ
ンラインで行っていることを知ったので、入学を決めました。
アジア架け橋プログラムの体験は、私の大学生活に様々な良い影響を与
えました。まず、プログラムで得た
言語力のおかげで、教授や日本人の
友達と簡単に日本語で話せますし、
１セメスターから日本語基準の授業
も取れるようになりました。「架け
橋」のスキルは、APUの学生と別
府の住民をつなぐAPU SAS（地域
交流支援）のメンバーとしても活か
されています。

第二の故郷で学び、
母国との架け橋になりたい

日本に生まれ、６年間も日本に滞在していたため、日本は私にとっての
２番目のふるさとになったの
です。なので、大学はその２
番目のふるさとで通いたいと
思いました。コロナのため、
講義もすべてオンラインとな
り、かなり大変な大学生活に
なっています。将来は日本と
母国のベトナムの架け橋にな
る人間になりたいと強く思っ
ています。

カオ，アイン・ミン・ニャット（ベトナム）

日本国政府（文部科学省）奨学金留学生

マハルディカ，ディマス・ビモ（インドネシア）

大学奨学金受給生（授業料免除）

一橋大学　経済学部１年

APU 立命館アジア太平洋大学
アジア太平洋学部１年（専攻：国際関係） 

クラスメートに自己紹介（ドキドキ）

放送室から全校生徒へ自己紹介
（左がアエキッティ）

English Cafe で国際交流委員・English Club部員と歓談

日本の大学に
通っています！

全国11校で25人の高校生記者が活躍

お台場で大学の同級生とともに
※2021年度のプロジェクト生は、８月下旬に来日予定です。受入れ予定校・受入れ検討校の教職員の皆様へのオンライン説明会は、
4月16日（金）午後に開催予定です。くわしくは、弊協会まで、メールにてお問い合わせください。   asiakakehashi@afs.or.jp

３月26日（金）PM開催！
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本事業は、身近な留学生を通
してグローバル・コンピテン
スを育成するパイロット・プ
ログラムです。高校生記者の
原稿は、弊協会のウェブに順
次公開する予定です。

https://www.afs.or.jp/
関田先生

原稿作成のポイントもマスターしました。
25人の高校生記者は、10日間にわたり、
校内で架け橋生の取材と原稿作成に尽力。
アイドルや制服などの身近な話題から政
治・歴史・環境といったグローバルな課題
にいたるまで、幅広い話題を紹介しました。
成果発表会では、「日本を再発見できた」「ア
ジアが身近になった」「教育や環境につい
て考え始めた」などの意見も。２週間のプ

 高校生記者交流プログラム
“架け

橋さ
ん”に

   聞
いて
みよ
う  

ログラムを経て、参加生徒は、国際交流の
意義を自分のことばで表現し、自身とグ
ローバル社会とのつながりを発見しまし
た。（企画・管理統括本部　若生 麻衣）

Gyosei” の輪も一つ
広げることができたの
ではないかと感じてい
ます。
（担当：関田 信生先生）

第３期生
受入校

2021年度
受入説明会
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サポートの
現場から

発行

公益財団法人 AFS日本協会　www.afs.or.jp/ 〒105-0004 東京都港区新橋5-22-10 松岡田村町ビル7Ｆ　TEL：0570-040-555〈受付休止中〉
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事務所は在宅勤務体制となっております。お問合せにはメールをご利用ください。

制作：立生株式会社　印刷：Print K 株式会社架け橋プロジェクトへのお問合せ　asiakakehashi@afs.or.jp

所要時間
1.5時間

冷蔵庫で寝かせる
場合は＋３～４時間

材 料

20～25個分 シロップ

ジャムン

●砂糖　1.5カップ●水　1.5カップ●カルダモン ２～３個
●レモン汁　数滴●ローズウォーター（あれば）　小さじ１

●スキムミルク　１カップ  ●薄力粉　１/４カップ
●ベーキングパウダー　ひとつまみ  ●サラダ油　適量　
●卵　１個 ●牛乳　適量

❶スキムミルク、薄力粉、ベーキングパウダー、サラダ油小
さじ１、卵をボウルに入れ、手で軽く混ぜる。
❷常温にもどした牛乳を少しずつ混ぜ固まってきたら手でま
とめる。
❸手のひらに油を塗り、②を直径３～４cmのお団子状にして
いく。
❹鍋にサラダ油を入れ160-170℃くらいになったらジャムン
を入れて２～３分、きつね色に揚げる（膨らむのでジャム
ンを入れ過ぎないこと）。
❺ジャムンの油をきって、温めたシロップに直接ひたす。
❻冷蔵庫で３～４時間冷やし、砕いたピスタチオかアーモン
ドをかける。

AFSでは、国際本部（アメリカ・ニューヨーク）を中心に、世界100カ国以上のパートナ
ーや協力国と連携し、交換留学プログラムを実施してきました。2020年のコロナ禍では、
留学生の受入れ・派遣に関する新たなガイドラインを作成。留学生の派遣国・受入れ国双
方が、感染状況を常時モニタリングし、事業を進めています。

プログラムの安全対策プログラムの安全対策

留学生の到着対応留学生の到着対応

滞在中の支援滞在中の支援

来日当日、留学生全員がPCR検査を受検。宿
泊施設の個室で、14日間自主待機をしまし
た（政府の指針に基づき、安全最優先の対応
策を実施）。待機期間中は毎日、弊協会職員
が検温と配食を行い、生徒の健康管理にあた
るとともに、オンライン・オリエンテーショ
ンを実施。生徒は各部屋からセッションに参
加し、医師によるコロナ禍での健康管理、滞
在中の衛生管理、SNS利用等の生活指導や日
本語学習にあたりました。

２週間にわたり個室で過ごさなければならな
い生徒の心理的サポートにも注力しました。
各地のボランティアがオンライン交流を企画

し、受入れ地域、ホストファミリーやホスト
スクールとの交流時間を取り入れ、滞在準備
を進めました。

2020年度の留学生受入プログラム実施にあたり、AFS日本協会は独自に「留学生受入ガイドライン」を作成。留学生をサポートする全国71支部、
ホストファミリー・寮やホストスクールと共有したうえで、プログラムを実施しています。
アジア高校生架け橋プロジェクトを含むAFSプログラムの参加生徒はもちろん、留学生を支援いただくコミュニティの安全を最優先に、留学生
の安全指導につとめています。

各地域で留学生をサポートするボランティア
も、細心の注意を払っています。全国各地の
感染状況を踏まえて、滞在中のサポートを対
面またはオンラインで実施しています。例年
通り留学生一人ひとりにリエゾン・パーソン
（LP）を配置し、特に感染防止に力を入れた
サポートや研修を行っています（毎月のコン

＊弊協会では、生徒の体調不良発生時対応チャートを作成し、体調異変に備えた対応を行っています。

発行日：2021年３月１日 
発行：公益財団法人AFS日本協会
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新型コロナウイルス感染症の影響により
第3期生の来日ができない状況が続いてい
ましたが、本プロジェクトの高い公益性
が政府に認められ、10月末から順次来日
が可能となりました。コロナ禍の中、国

KAKEHASHI
TIMES

境を越えた人の移動が制限される状況が
続いていますが、将来互いの国の架け橋
となる人材の育成のため、このような国
際交流を深める取組みを絶やさないこと
は重要であり、これからも必要な支援を

行っていきます。AFS日本協会及び各支
部をはじめ、受入れ校、ホストファミリ
ーほか関係者の皆様の多大な御尽力に対
し改めて深く感謝申し上げます。

新型コロナウイルスの世界的なパンデミック
の中、度重なる来日延期を経て2020年秋、
文部科学省補助事業「アジア高校生架け橋プ
ロジェクト」３期生が来日を果たしました。
来日前からオンラインを使って日本語学習や
配属予定地域との交流を続け希望をつないで
きました。そして来日時のPCR検査や個室待
機、感染予防の生活指導を繰り返し、誰にと
っても初めての困難を乗り越えて全国で異文
化交流の旅を続けています。

幾度も国境が閉ざされ、多くの教育現場や地
域で交流の機会が失われた年。だからこそ私
たちは留学事業を続けます。
社会の動きが止まっている間にも、子どもは
成長を続けます。時間の濃度は大人のそれと
異なり、禍が過ぎ去るのをただじっと待って
いるわけにはいきません。留学事業を支える
全ての人の思いが、コロナ後の未来への架け
橋となります。

（地域統括本部　橋本 絵美子）

Building bridges between 
high school students 
in Japan and Asia

（地域統括本部　折野 美紀）

（編集：地域統括本部　板東 美穂）

文部科学省　
総合教育政策局   国際教育課
国際理解教育専門官　塚田 昌毅

中間オリエンテーションでは、オンラインで生徒・LPや
ホストファミリーが参加。滞在後半の目標を確認しました

@asia_kakehashi@asia_kakehashi

●アジア17カ国から178人が来日　
●全国41都道府県108の高校に通学　
●ホストファミリー90家庭

短期滞在を含めると、延べ199家庭にご協力
いただきました。年末年始の休暇中は、寮滞在の
生徒全員が日本の家庭生活を体験しました。

Withコロナ時代の留学が
教えてくれたこと
Withコロナ時代の留学が
教えてくれたこと

2020年度（第３期）生は、当初10カ月
の滞在が４カ月間に短縮されましたが、
全国各地で高校生や地域の方々と交流
を重ねています。帰国予定は、2021年
３月中旬です。

2020年度（第３期）生は、当初10カ月
の滞在が４カ月間に短縮されましたが、
全国各地で高校生や地域の方々と交流
を重ねています。帰国予定は、2021年
３月中旬です。

Stay@home,Stay@dormの４か月Stay@home,Stay@dormの４か月

受入れ校で母国紹介をするスリランカ生
（神村学園高等部）

成田空港に到着した
ミャンマー生

インスタグラム・ツイッター
更新中

先輩架け橋生が作ったビデオを
使い、手洗いを指導

衛生グッズ（マスク・
ハンドジェル・体温計）
を全員に配布

シロップは、水、カルダモンを鍋に入れて弱
火にかけ、レモン汁を入れて固まるのを防ぐ。
ローズウォーターで香り付けしておく。

材 料

作り方

温かいまま食べても
いいけれど、 私は
冷たいほうが好き！

Gulab Jamun
グラブ ジャムン

ホストスクール   
佐久長聖高校（長野県佐久市）

シャイク・ズジャジャ
（パキスタン）

　　　　　　　　　　　　　　　“Zuji の国、パキスタンの食べ物は食べたことが
なかったので興味津 ！々 みんなで生地を丸めるお手伝いをしましたが、なかなか上
手くできなくて、Zuji にコツを教えてもらいながら作りました。油で揚げて完成かと
思ったら、それを砂糖水の中に数時間浸して完成！ カルダモンのスパイスが口の中
いっぱいに広がって、日本では味わったことのない味！美味しかったです。コロナ
禍ですが、お料理を通じて異文化体験が出来て、よい思い出になりました。”

ホストファミリー 小林さん

よろこ
び

メシ

留学生

年末年始のホストファミリーと事前交流。
ダンスや特技を披露（札幌新陽高校）

国際交流を深める取組みを絶やさないことが重要

タクト、中間オリエンテーションと帰国前オ
リエンテーション）。
受入れ校で休校が続いたケースや、風邪で発
熱したケースもありましたが*、地域の皆さん
に温かく迎えられた留学生は、コロナ禍とい
う特別な経験を学びに代えて、プログラムを
全うしようとしています。

医師によるコロナ感染予防指導セッションの様子

”stay@home”で楽しめる自慢のレシピを、架け橋生が紹介します。


